
まえがき＝現在，世界最大の明石海峡大橋（中央支間長
1 991m）を上回る規模の吊橋となるといわれている東京
湾口，伊勢湾口，紀淡海峡などの海峡横断プロジェクト
が計画されている。しかし，これら超長大橋の実現に向
けては解決すべき課題は多く，とくに強風により生じる
連成フラッタに対する耐風安定性の確保が最重要課題と
なっている。この連成フラッタは，ある風速を超えると
突然発現し，ひとたび発生すると橋梁に壊滅的なダメー
ジを与える振動で，橋梁のたわみ振動とねじれ振動とが
空気力を介して連成することにより生じる。橋梁は支間
長が長くなるほど固有振動数が下がり，連成フラッタの
発現風速はそれに応じて低下する。このことにより，超
長大橋では特に連成フラッタが問題となり，その発現風
速を十分に高めるための対策が必要となる。
　このような背景のもと，本研究ではジャイロダンパ
（GD）による方法に着目し，実験及び解析によりその効



で表現し，たわみ変位を y，ねじれ変位をθとおく。ジ
ャイロダンパについては，ロータの y軸回りの極慣性
モーメント及び回転角速度をそれぞれ Ir，Ωとおく。ま








